深谷市立幡羅中学校　第３学年理科シラバス
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1 自然の事物・現象に進んでかかわること。

2 目的意識を持って観察、実験などを行うこと。

3 科学的に探究する能力の基礎と態度を育てること。

4 自然の事物・現象について理解を深めること。

5 科学的な見方や考え方を養うこと。


理科の目標

	
	学習の内容
	学習のねらい

	一

学

期
	· 化学変化とイオン

· 水溶液に電流が流れるか
· イオンと原子の成り立ち

· 化学変化と電池
· 酸、アルカリとイオン

· 中和と塩

· 生命の連続性
· 生物の成長と生殖
· 植物、動物のふえ方

· 染色体と形質の遺伝のしかた

· 遺伝の規則性と遺伝子
	○電解質水溶液のモデルを使って説明できる。
○イオンの存在と原子の構造を理解する。

○電池のしくみやエネルギー変換のしくみを理解する。
○酸性・アルカリ性の水溶液の性質をまとめ、水素イオンや水酸化物イオンの存在を知る。
○中和により水と塩ができることを理解する。

○細胞分裂の過程を理解する。

○有性生殖のしくみを理解する。

○発生の過程を知る。

○減数分裂、分離の法則を理解する。

○遺伝の規則性を理解する。

	二

学

期
	· 運動とエネルギー

· 速さが変わる運動と力の関係

· 速さが変わらない運動と力の関係

· 力の規則性

· エネルギーと仕事

· 地球と宇宙

· 宇宙の広がり

· 恒星と惑星の特徴

· 天体の動きと地球の運動
· 四季の星座や季節と地球の公転

· 月と惑星の見え方
	○速さが変わる運動と変わらない運動のようすと物体にはたらく力の関係を理解する。

○２力がつり合う条件や力を加えたとき、反対の力がはたらくことを理解する。
○力学的エネルギーの保存について理解する。

○太陽、太陽系の天体の特徴を知る。

○天体の見かけの運動と地球の自転、公転運動の関係を理解する。

○地球と天体の位置によって、月・惑星の満ち欠けを説明できる。



	三

学

期
	· 科学技術と人間

· エネルギーの移り変わり
· 放射線の性質

· 科学技術の発展

· 自然と人間

· 自然のなかの生物

· 生物どうしのつながり

· 自然界での物質の循環、つり合い

· 自然環境の調査と環境保全

· 自然の恵みと災害

· 地球とわたしたちの未来のために
	○エネルギーが移り変わるとき総量が保存されることを理解する。
○放射線の性質を理解し、その利用や身体への影響について理解する。
○持続可能なエネルギーの利用のしかたを理解する。
○自然界の中で生物の役割とつり合いが保たれていることを理解する。

○自然環境の保全と科学技術の利用のあり方を理解する。

○日本列島の自然の特徴や自然災害と人間生活をあり方を理解する。

	理科学習のねらいは、皆さんが自然の事物・現象に関心をもち、その中から問題を見つけ、探究活動を行い、「自分で解決する力」を身につけることです。また、観察や実験の結果からいろいろ推察したりグラフや表で表現したりして、科学的に結論を導き出す力を身につけることです。皆さん一人一人が小さな科学者です。
　＜家庭学習の方法＞
　学校で学習したことを毎日復習し、ワークを行い、理解しているか確認してください。その後、ワークを繰り返し何度も行うことが大切です。


分野別の評価の観点

	観　　点
	第1分野
	第２分野

	· 自然への関心･意欲･態度

自然の事物・現象に進んで関わり、意欲的に探求するとともに、事象を人間生活とのかかわりで見ようとする。
・日常の行動記録、ノート、ワーク、定期テストで評価
	・物質やエネルギーに関心をもち意欲的に探求する活動を行うとともに、それらを日常生活と関連付けて考えようとする。
	・生物とそれを取り巻く自然の中に関心を持ち、意欲的に探求する活動を行うとともに、自然環境を保全し生命を尊重しようとする。

	自然の事物・現象の中に問題を見出し、目的意識をもって観察・実験を行い、結果を分析し解釈するなど科学的に探求する学習する。
· 科学的な思考・表現
・授業の発表、定期テスト、レポートで評価
	・物質やエネルギーに問題を見出し、解決方法を考え観察・実験などを行うとともに、問題の生じる要因や仕組みを分析的、総合的に考えたり、論理的に考察したりして問題を解決する。
	・生物とそれを取り巻く自然の中に問題を見出し、解決方法を考え観察･実験などを行うとともに、自然を時間、空間と関連付け動的に見たり、問題の生じる要因や仕組みを分析的、総合的に考えたり、論理的に考察したりして解決する。

	○観察･実験の技能
観察・実験の基本操作を習得するとともに、自然を科学的に探求する方法を身につけ、それらの過程や結果から自らの考えを的確に表現する。

・観察・実験の技能、レポート、定期テストで評価
	・物質やエネルギーについての観察･実験の基本操作を習得するとともに、観察･実験の計画、検証、結果の記録・考察など、探求過程を通して、規則性を見出したり、自らの考えを導き出したりして創意ある観察・実験報告書の作成や発表を行う。
	・生物とそれを取り巻く自然に関する観察・実験の基本操作を習得するとともに、観察･実験の計画、実施、結果の記録・考察など、探求過程を通して、規則性を見出したり、自らの考えを導き出したりして創意ある観察・実験報告書の作成や発表を行う。

	· 自然事象についての知識・理解

自然の事物・現象について自らの力で知識を獲得し、理解を深め体系化できる。

・小テスト、定期テストで評価
	・観察や実験などを通して、物質やエネルギーについての原理・法則や基本的な概念を理解し、知識を身につけている。
	・観察や実験などを通して、生物とそれを取り巻く自然に関する原理・法則や基本的な概念を理解し、知識を身につけている。
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1 観察・実験を始める前に、何を調べたいのか課題の把握をしましょう。

2 課題を解決するための観察・実験に真剣に取り組みましょう。

3 観察は自分の五感を十分に働かせ、気がついたことをありのまま記録しましょう。

4 実験での測定には誤差が生じますが、出来るだけ正確に測りましょう。

5 実験結果は表やグラフにし、それらの関係を一目で判断できるようにしましょう。

6 実験結果からデータを集め、データの処理、解釈を通して、自分の考えをまとめましょう。


〔第1分野〕

・水溶液の電気分解、塩化銅水溶液の電気分解　・電池　・中和　・斜面を下る物体の運動　
・２力の合成　・物体がもつ位置エネルギー　・仕事の原理　　・エネルギーの変換
〔第２分野〕

・細胞分裂のようす　・花粉管の観察　・太陽、恒星の一日の動き　　・季節の星座
・季節による変化　　・月の位置と月の形　　・金星の動きと見え方　・環境調査

· 理科ノートを1冊用意し、授業で使ったプリントなどは、学習内容にあわせてノートに貼って活用しよう。ワークは定期テスト後に点検します。
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観察や実験を行うにあたって
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３学年で行う主な観察・実験
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